
糸締結手順

CT画像

頚椎症性脊髄症（ 77歳・男性 )

監修：高岡整志会病院　川岸 利光 院長
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術　前　　　　　　　　　　　　術後 1週間　　　　　　　　　　　　術後 4年

スペーサ側面に施した溝と切離した椎弓面が安定した状態で接置され、
工夫された糸固定により強固な締結が可能となり術後４年を経過しても
定位置に保たれている。脊柱管は十分に拡大され脊髄の除圧は良好である。
1996 年から 800 症例以上に使用し安全かつ有効な成績が得られている。




